
「検定意見」の撤回
「軍の強制」の記述復活を　

　

高
校
日
本
史
教
科
書
で
の
沖
縄
戦「
集
団
自
決
」（
強
制
集
団
死
）

の
記
述
に
関
す
る
教
科
書
検
定
問
題
で
、文
部
科
学
省
は
12
月
26
日
、

教
科
書
会
社
６
社
か
ら
出
て
い
た
訂
正
申
請
を
承
認
。

　

し
か
し「
軍
の
強
制
」を
削
除
し
た
検
定
意
見
は
撤
回
せ
ず
、訂
正

申
請
で
も
日
本
軍
に
よ
る「
強
制
」「
強
要
」な
ど
の
表
現
は
認
め
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

日
本
共
産
党
の
穀
田
恵
二
、赤
嶺
政
賢
両
衆
院
議
員
と
仁
比
聡
平

参
院
議
員
は
12
月
27
日
文
部
科
学
省
を
訪
れ
、「
検
定
意
見
」の
撤

回
と「
軍
の
強
制
」の
記
述
復
活
を
求
め
、渡
海
紀
三
朗
文
科
相
あ
て

に
、申
し
入
れ
ま
し
た
。以
下
、全
文
で
す
。
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文
科
相
へ
の
申
し
入
れ

　
一、昨
日
、文
部
科
学
大
臣
は
、来
年
度

使
用
の
高
校
日
本
史
教
科
書
に
お
け
る

沖
縄
戦｢

集
団
自
決(

強
制
集
団
死)｣

の

記
述
に
つ
い
て
、｢

軍
に
よ
る
強
制
」の
明

記
を
認
め
な
い
決
定
を
下
し
た
。

　

多
く
の
証
言
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

「
軍
の
強
制
」な
し
に
愛
す
る
家
族
を
手

に
か
け
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
か
っ
た
こ

と
は
、否
定
し
得
な
い
歴
史
の
事
実
で
あ

り
、今
回
の
決
定
は
、何
の
道
理
も
な
い
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、沖
縄
県
民
は
、復
帰
後

最
高
の
十
一
万
六
千
人
集
会
で「
検
定
意

見
」の
撤
回
と「
軍
の
強
制
」の
記
述
復

活
を
つ
よ
く
も
と
め
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、福
田
首
相
も
渡
海
文
相

も「
沖
縄
県
民
の
思
い
を
重
く
受
け
と
め

る
」と
述
べ
て
い
た
。こ
れ
を
反
故（
ほ
ご
）

に
し
、「
沖
縄
県
民
の
思
い
」を
踏
み
に
じ

っ
た
こ
と
に
つ
よ
く
抗
議
す
る
。

　

二
、問
題
の
発
端
は
、「
日
本
軍
に
よ
る

集
団
自
決
の
強
制
」と
い
う
教
科
書
の
記

述
に
た
い
し
、「
沖
縄
戦
の
実
態
に
つ
い
て

誤
解
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
」と
し
た
、今

年
三
月
の
教
科
書
検
定
意
見
に
あ
る
。

こ
の
検
定
意
見
は
、侵
略
戦
争
を
美
化

す
る
特
異
な
立
場
と
つ
な
が
る
教
科
書

調
査
官（
文
部
科
学
省
職
員
）が
原
案
を

作
成
し
、学
問
上
の
通
説
に
反
し
て
お
こ

な
っ
た
、政
治
介
入
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の「
再
訂
正
」に
お
い
て
も
、「
集

団
自
決
が
起
こっ
た
背
景・要
因
に
つ
い
て
、

過
度
に
単
純
化
し
た
表
現
で
教
科
書
に

記
述
す
る
こ
と
は
、集
団
自
決
に
つ
い
て

生
徒
の
理
解
が
十
分
と
な
ら
な
い
お
そ

れ
が
あ
る
」と
の「
基
本
的
と
ら
え
方
」

に
立
っ
て
、「
軍
に
よ
る
強
制
」を
明
記
す

る
記
述
は
一
切
認
め
な
か
っ
た
。こ
れ
は
、

三
月
の
検
定
意
見
に
固
執
す
る
も
の
に

ほ
か
な
ら
ず
、断
じ
て
容
認
で
き
な
い
。

　

日
本
共
産
党
は
、あ
ら
た
め
て「
検
定

意
見
」の
撤
回
と「
軍
の
強
制
」の
記
述
の

復
活
を
つ
よ
く
求
め
る
。

日本共産党

党九州・沖縄国政対策委員長
田村貴昭

沖縄戦「集
団自決」

歴史教科書
記述問題

赤嶺、仁比議員ら日本共産党が文科相へ抗議の申し入れ赤嶺、仁比議員ら日本共産党が文科相へ抗議の申し入れ赤嶺、仁比議員ら日本共産党が文科相へ抗議の申し入れ

沖縄戦「集団自決」
記述の変更例
（清水書院）

【申請本（検定前）】
なかには日本軍に集団自決
を強制された人もいた。

【検定後】
なかには集団自決に追い込
まれた人々もいた。

【最初の訂正申請】
なかには、手榴弾を配布さ
れたり、玉砕を強いられたり
するなど、日本軍の強制に
よって集団自決に追い込ま
れた人々もいた。

【認められた訂正記述】
また、軍・官・民一体の戦時
体制のなかで、捕虜になる
ことは恥であり、米軍の捕
虜になって悲惨な目にあう
よりは自決せよ、と教育や
宣伝を受けてきた住民のな
かには、日本軍の関与のも
と、配布された手榴弾など
を用いた集団自決に追い込
まれた人々もいた。

歴
史
の
事
実
を
ゆ
が
め
、沖
縄
県
民
の
思
い
を
踏
み
に
じ
る

政
府・文
科
省
は
許
せ
ま
せ
ん
。赤
嶺
さ
ん
と
と
も
に「
検
定

意
見
」の
撤
回
、「
軍
の
強
制
」の
記
述
復
活
へ
が
ん
ば
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
九
州
・
沖
縄
ブ
ロッ
ク
国
政
対
策
委
員
長　

田
村
貴
昭

衆
議
院
比
例
代
表
は

日
本
共
産
党
と「
政
党
名
」で

（
候
補
者
名
で
は
無
効
で
す
）

制度解説
（記載例）


